




















要約:北海道木古内町の幼児を対象に、う蝕ハイリスク児のスクリーニング法の開発に関

する基礎的な調査研究を実施した。平成 3 年、4 年木古内町で実施した歯科検診をともに

受診し、分析可能な39 名について、1年間の増加う歯(df 歯)数と、歯垢中の「S.mutans 菌

数」/「総嫌気性菌数」(MSB/GAM%)、乳酸量および質問紙による生活習慣の調査結果との

関連について検討した。その結果 1)歯垢の細菌学的検索では MSB/GAM%値がスクリーニン

グレベルとして有効であったが、歯垢中の乳酸量測定はスクリーニングの項目としては適

切ではなかった。2)生活調査項目は単独でスクリーニング項目とするより、複数の項目を

組み合わせたることでスクリーニングの精度をあげることができた。


